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【講演会記録】
平和構築という仕事
―世界の紛争現場から考える―
 瀬　谷　ルミ子
　ご紹介頂きました瀬谷ルミ子です。今日は「平和構築という仕事― 世界の
紛争現場から考える―」と題してお話しさせて頂きます。広い意味で言うと，
紛争は人が二人いると起こりうるものです。人が二人いてその間に意見の食い
違いとか意見の対立，価値観の違いというものがある時点で，それは広い意味
での紛争と呼べます。みなさんの周りで兄弟喧嘩とか親子喧嘩とか，友達同士
の喧嘩とか，職場での揉め事とか，いじめ問題とか，そういったものも紛争と
呼べるのです。では私たちが住む日本でみなさんの身の周りにあるそういう小
さな揉め事の紛争と世界の紛争地の紛争となにが違うのかというとことになり
ます。私たちの身の周りの揉め事というのは，人と意見が違ってそれを暴力や
力ずくで解決しようとすると，それが悪いこととされて処罰を受けたり取り締
まりを受けたり社会的な裁きを受けます。それは悪いことだという道徳観や規
範ということがきちんと社会の中に根付いています。一方，世界の紛争地とい
うのは誰かと意見が対立したときにそれを力ずく，暴力や武力で解決しようと
したときに，それを取り締まる仕組みがそもそもなかったり弱かったり，あと
はずっとそういう暴力の文化というものが根付いてしまっていて，誰かを説き
伏せるのに力ずくでしたほうが得だという価値観のほうが多数派になっていた
りすることが珍しくないという点が一番の大きな違いです。日本でも法律用語
で紛争や調停という言葉をよく使います。私たちの身の周りにある人間関係と
か，紛争，揉め事の中にも結構世界の紛争地で起こっている紛争の原因を解き
明かすヒントが隠れていると私は思います。今日はそういう現場のお話しの中
で日本と共通するものと日本と違うものというものにも焦点を当てながらお話
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をします。
　紛争というと，最近はニュースでシリアの内戦のこととかをご覧になってい
る方も多いと思うのですが，おそらく自分たちには遠いものと感じている人が
多いと思います。では日本が直接巻き込まれた，関わった武力紛争は何年前で
しょう。武力紛争とか戦争という形では 1945 年の第二次世界大戦が最後なの
です。もう 70 年近くたっているわけです。その間日本は，竹島問題とか尖閣
諸島とか北朝鮮の問題とか色々な不安要素はあるのですが，戦争・紛争という
もの自体は直接経験しないでいます。ただ日本が戦争を経験せずに比較的平和
だったこの 70 年近くの間に，世界ではどんな紛争が起こっていたのでしょう
か。実は世界全体でみると戦争の数で 441 件，戦死者数で 10,187,242 にも達
します。これは 2009 年までしかまとめていないのですが，このあと 4 年経っ
ているので，そのあともまさに一昨年ぐらいから始まったアラブの春と呼ばれ
る中東の内戦ですとかそういったものも起こっています。ここでカウントされ
ている犠牲者もわかっているだけで一千万人以上にも達します。実際には，村
ごととか家族ごと亡くなってしまった人たちというのは，その人たちが生きて
いたこともしくは亡くなったことを語り継いでくれる人もいないし，こうやっ
て国際的に数を数えてくれる人もいないので，実際の犠牲者はこれ以上になっ
ています。こういう世界の紛争のデータを見ると，大体地域が偏っていたりし
ます。最近では，やはりアジアでの内戦で紛争というのが減ったかわりに，中
東とかアフリカがずっと火種を抱えているといった地域的な偏りが気になると
ころです。
　実際のところ日本から遠いところ起きた紛争・戦争に対して，日本は関係な
いと思う方もいるかもしれないのですが，ここ 10 年 20 年くらいの間で紛争
の形が大きく変わってきていて，日本とも無関係でないなと思う要素がたくさ
ん出てきています。一番大きな変化は，それまで戦争は国と国の間で行われて
いたり，もしくはどこか遠くの地域で内戦のような形で行われているものとい
うのが主流だったのですが，9.11 の同時多発テロ以降から戦争・紛争の形が変
わってきたことです。みなさんもよく耳にするテロというのが戦術として大き
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く使われるようになりました。いわゆるテロリズムとは何かというと，要は人
に恐怖を与えることが戦術であるというのがその語源です。テラー（恐怖）と
いう単語からきているのです。テロというのは一人の個人が国家とか大きな組
織に対して脅威を与えることができるというのが一番の大きな特徴です。一人
の個人だったり少人数の集団だと，色々な国境を越えたり移動できたり，他の
地域の同じような思想をもつ人々と簡単に結び付いたりできるので，アメーバ
状にどんどんネットワークが広がっていきますし，それまでは危ない地域に私
たちが行けば危なかったけれど，今度は脅威が向こうから国境を越えて自由に
移動できるような時代になってきているのです。一見紛争がないような平和と
思われるような地域でも，たまに自爆テロが起こっているということはみなさ
んも耳にすると思うのです。日本人である私たちが普通に観光にいくような所
とかビジネスで行くようなところ，たとえばインドネシアのバリ島といったと
ころでもたまにテロが起きたりしますので，何らかの紛争の火種だったり民族
間のちょっとした小競り合いがあるような所でも簡単にテロの現場になりうる
のであり，私たちの身の周りにもそういう脅威が及びやすくなっているという
ことです。そういう脅威に対して解決策を考えるというのは単にその戦争が起
こっている地域だけの問題ではなくて，国際的に取り組まなくてはならない大
きな問題になっています。
　あとは実際に私も世界の紛争地，アフリカのソマリアとかスーダンとかダル
フールとかアフガニスタンとか色々な国で働いてきたのですが，現場で日本が
復興した経験を教えてほしいと言われることがあります。よくよく聞いてみる
と彼らも小学校とかの社会の教科書で歴史について学ぶときに第二次世界大戦
のこと，そして日本が原爆を二つも落とされて敗戦してヨーロッパとかアメリ
カ諸国にそういう攻撃を受けて敗戦してボロボロになったというのが教科書に
載っているそうです。ただ，今彼らの身の周りにあるのは日本の一流の車だっ
たり電化製品だったりしているわけで，日本は世界有数の経済大国になってい
ます。彼らは，今自分たちの国も戦争で苦しんで破綻国家などと呼ばれたりし
ているけれども，同じような状態だった日本も今は世界で主導となるような役
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割を果たせているということは，自分たちもそうなれるのではないかという希
望を感じるというのです。ですから日本にその方法を教えてほしいと言います。
同時に，他にも先進国はたくさんあるのですが，私がアフガニスタンに行った
ときに兵士の人たちから言われたのが，自分たちは日本が武器を差し出したほ
うがいいと言うから信頼して武器を出すのだと，これが自分たちを今でも空爆
しているアメリカとかイギリスが同じことを言ったら逆に撃ち殺してやりたい
ということを言われたことがあります。私はそれを聞いてますます日本という
のは他の先進国がどれだけお金を積んでも得られないような中立性とか価値が
あるのではないかと思うようになりました。世界の紛争地で和平合意を結ぶと
か信頼を作るというのは，みんなお互い疑いあっているような現場なのですご
く難しいのですけれども，日本だったら信頼できる，なぜならそういう外国に
利権がからむような押し付けをしている印象もないし，日本は何より一回敗戦
して立ち直ったので自分たちの気持ちがわかってもらえるのではないかと思う
要素があるそうなのです。私はそういう日本にしかない価値というのを世界の
平和の現場でもっと推し進めていける役割を日本の新しい国際貢献の形として
作れると思っています。一方，世界の現場で活動している日本人や日本の団体
は非常に少ないのです。この現場のこのプロジェクトに日本政府がお金を出し
ていたとしても，そこで働く日本人がいないということもたくさんあります。
日本はすごく印象がよくてお金もたくさん出してくれるけれど日本人はなかな
か見ない，日本人の顔が見えない，日本はすごく裕福な国で支援もしてくれる
良い国というイメージはもうすでにあるのに，なかなかそこに顔が見えないと
いうのではすごくもったいないと思います。ノウハウも移転するような団体や
企業もないというのももったいないと思うもので，そういうこともあって私は
6 年前にそれまで勤めていた外務省や国連を辞めて日本の団体でそういう仕組
みを作るということに取り組みたいと思うようになりました。
　先程紛争とは何だろうという話はしましたけれども，紛争地に平和を築くと
いったときに平和というのもなかなかイメージがつきにくいと思います。この
中で「日本は平和だ」と思う方いますか？普段は平和だというところに手をあ
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げる人が 7 割 8 割いることが多いのですが，尖閣問題とか竹島問題とか北朝鮮
の問題などが起こったときは手をあげる人がちょっと少なくなります。あと興
味深かったのが，紛争ではないのですが，東日本の震災の直後は「平和ではな
い」に手をあげる人が多かったです。私たちの生活のなかにある不安とか先行
きに対する不透明感というものも，結構，平和というものに影響するのではな
いかと思います。私がずっと現場で活動するうえで平和って何だろう，平和を
築くための現地で何をすべきかを考えながら活動するうえで，今の時点で考え
る平和というのはその社会の人々に生きる選択肢や生き方の選択肢が多く与え
ることで，それが多ければ多いほどその社会は平和な状態だと考えています。
例えば今まさに内戦中のシリアとか私たちも活動しているソマリアのような所
は日々銃撃戦でロケット弾とかがどんどん飛んでいて，そこに生活している人
たちは今は生きていても 10 秒後 1 分後 1 時間後自分たちはまだ生きているか
ということすらも分からない生活をしています。誰かにいきなり襲われるかも
しれない，いきなり爆弾が落ちてくるかもしれない，要するに生きたいと思っ
ても生きるということを選べない，生きるという選択肢すら自分たちで選べな
いような人生を送っています。そんな状態というのは当然平和の真逆にあるわ
けです。そんななか和平合意が結ばれて戦闘が止まるととりあえずいきなり誰
かに命を奪われたり，いきなり爆弾が落ちてきて命をおとすということはなく
なります。ちょっとだけ自分たちの生き方の幅が広がるのですね。それでも停
戦直後というのはまだ建物もボロボロで自分たちの家も破壊されていたり，住
む家もない，病気や怪我を負ってもそれを治療してくれる病院もない，あった
としても満足に薬もなく医者もいない，そして食べるものも不足していて飲み
水もないという状態だと，誰かに殺されなくても人間らしく生きていく，生き
延びていくという選択肢がまだ少ないままなのです。そこに色々な復興支援が
進んで家が提供されたり，仮設住宅やテントが建ったり，食糧支援や水の支援
というものが徐々に進んで，復興が進むと人間らしく生活ができるようになっ
てきます。そして最終的に，例えば閉鎖されていた学校が再開されてそこに子
供たちがまた通えるようになると，その学校で子供たちが何を学んでどういう
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ふうに人生を自分達で切り開いていくかというのは本人たち次第になるので
す。そういうふうに現地の人たちが自分たちの人生をより多く選ぶ選択肢を
もっていけるということが私はその社会が平和に近付く形だと考えます。です
から，私がずっと紛争地で働いてきて心がけているのは，現地の人たち選べる
生き方の選択肢を増やす，ただし選択肢を選んだあとにその道を自分達で切り
開いていくのはその本人次第なので，手取り足取り全部面倒を見るわけではな
くて，あくまで自立するための選択肢を作ることを一緒にする，そして彼らが
できない所をお手伝いするということを現場で平和を築く活動するスタンスに
しています。
　では具体的に現地に選択肢を増やすというなかでどんなニーズが現場にある
かというと，紛争を経験した直後の国は必要なものがたくさんあるのです。医
療も必要，教育も必要，食べ物も必要，住む家も必要です。先程紹介して頂き
ましたけれども，たくさんニーズがある中で私自身が 20 代の頃から専門にし
ていたのが，いわゆる兵士の武装解除，動員解除，社会復帰（Disarmament, 
Demobilisation and Reintegration: DDR）というものでした。ここでは省略して，
武装解除は何かというと，それまで兵士だった人たち，戦争の加害者側だった
人たちから武器を回収して一般市民として生きていけるような職業訓練とか教
育を提供して自立を促すということです。私自身は，アフガニスタンや西アフ
リカのコートジボワールなどで実際の活動にかかわってきました。大抵の場合
武装解除のときに集まる武器は小型武器と呼ばれるもので，自動小銃とか一人
か二人で持てる武器なのですが，たまに戦車とかも集めなければいけなかった
りすることもあります。武装解除は単語だけ言うと武器を集めれば終わりとい
うように聞こえるのですが，実はそうではなくてメインは兵士の人たちが自立
できるようにすることなのです。その兵士の人たちがどういう経験を積んでど
ういうスキルを持っていて，将来兵士以外の職業としてどういうものを希望し
ているのかなどそういったことを細かく聞き取りをします。そしてそれぞれの
経験とか希望に応じてそのあとの職業訓練，例えば大工等，をしたりします。
あとはその国でどういう所に雇用が見込めるのかとかも考えて訓練の内容を選
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びます。ただ，この兵士たちは，要するに加害者なのです。ですから加害者の
人たちにここまで手厚くケアをしなければいけないかというという批判もあり
ます。一般的には，戦争が終わると普通一般の住民たちは喜ぶわけですね。やっ
と戦争が終わってハッピーになります。ただ戦争が終わったことで困る人たち
や不安になる人たちもいるのです。その一つが元兵士です。なぜかというと，
兵士にとっては戦争が終わるイコール明日から自分たちの仕事がなくなるとい
うことなるわけです。それまで戦うことで給料を得ていたり報酬を得ていた人
たちが，戦争が終わってトップのリーダー同士は仲直りして和平合意を結んで
いるけれど，自分たちは明日からどうなるのだろうと考えるわけです。明日か
らもう来なくていいよと言われたけれども，じゃあ自分たちはどうやって生活
をしていくのかと不安になります。そして手元には銃があるし自分たちは力ず
くでなにかを奪うということは内戦で慣れています。そんな人たちが何万人も
いると当然また戦争が起きたほうが自分たちにとって得だからまた戦争を起こ
そうという人たちも出てきますし，じゃあその辺の住民から略奪して自分たち
の食べるものを持ってこようと思う人たちもでてきてしまいます。そうなると
いつまでたっても平和というのは訪れないままなのです。ですから，そういう
危険な行動をしそうな人たちも含めて新しい平和な社会の復興の担い手となれ
るような人員として人材育成するというのが必要になってきます。なかには大
人の兵士ばかりでなく，小さい子だと 5，6 歳ぐらいから兵士に無理やりさせ
られる「子ども兵」というケースもあります。例えばシエラレオネという西ア
フリカの国で多くの子ども兵が発生したのですが，小さくて軽い武器が出回っ
ているので子供たちでも扱えるのです。こういう子供たちは大抵無理やり誘拐
されたり家が焼き討ちされたときに脅されて兵士とさせられてしまったり，麻
薬とかアルコールづけにさせられてはむかえなくなってしまったりといった子
たちが多いのですけれども，中には親とか家族が殺されたからその報復に自分
も参加する子もいますし，貧しすぎて家族といても食べるものがない，けども
武装勢力に参加すれば一日三食も食べられるというので志願して軍に参加し
て，結局辞めたくても辞められないという状態になっている子もいます。こう
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いう子たちの場合は，普通に職業訓練をするというよりも学校に戻れるように
するという支援をするのですが，物心ついたときからずっと戦うことしか知ら
ない子たちなので，普通に教育をしても戻れないのでまず心のトラウマとかそ
ういったものを解きほぐすカウンセリングなどを行って，家族がまた受け入れ
てもいいと言うならば家族のもとへ戻します。ただ，家族が受け入れを拒否す
る場合もあるのです。あんな悪魔みたいな子はいらないと。そういう場合は里
親に出されたりもします。私はずっと 20 代の前半から 20 代の後半まで 7 年く
らいこういう紛争地の現場で兵士の武装解除と社会復帰というものを専門にし
ていたのですが，ある段階から，兵士というのはもちろん兵士が危ないことを
しないように彼らに恩恵を与える，彼らに社会復帰を促すということはすごく
重要な支援の一つなのですが，被害者の感情というところにも目が向くように
なったのです。被害者の人たちからすると，元兵士だった人たちがさらに悪い
ことをしないように戦争が終わったあとに彼らが武器をてばなすのなら戦争中
の犯罪は無罪にするという和平合意が結ばれることが多くあります。さらに彼
らがきちんと自立しないとまた不安なので職業訓練とか色々施すわけですが，
被害者からすると自分の家族を殺した加害者がまた同じ村に戻ってきて，訓練
まで受けて仕事まで見つけて楽しそうにやっているというのは，当然許せない
気持ちもあります。ただ，だからといって元兵士の人たちが自立できないとま
た彼らが戦争を起こすかもしれないので，被害者の人たちは 平和のためにも
のすごく苦しいなかで妥協するわけです。平和のために自分たちは彼らを受け
入れる，もしくは彼らが憎くても報復をしない。やっぱり紛争地の現場にいる
と，私は兵士側の担当立ったのですが，その被害者の声とか被害者がどれだけ
耐えているかということにも目がいくようになりまして，平和という単語はそ
れだけ聞くとすごく良い印象があるのですが，実際の現場ではみんなが涙をの
んでそれを一個一個積み重ねているものなのです。被害者と加害者がきちんと
バランスをとれた形で不公平感なく新しい国をつくっていく，共存しながら行
う新しい平和構築，平和を築く形というものができないかなと思うようになり
ました。それもあってそれを実践する現場として，現在所属している日本紛争
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予防センターで働くことを決めました。
　みなさんは大学生でこれから将来のキャリアを考えている方もいると思うの
で，簡単に私がこういう仕事を選んだきっかけについてお話します。私自身こ
ういう仕事をしていると，国際的な家庭に生まれたのではないかとか，そうい
うことを思って下さる方が多いのですが，実は私はそんなことはなくて，出
身は群馬県で私が生まれたときはまだ村でたまに熊とかが出るようなところ
だったのです。「熊が出たので猟師さんが銃をもってパトロール中です。気を
つけて帰りましょう」―という校内アナウンスが流れるような小学校だったの
です。私の家族は私以外いまだに誰もパスポートも持っていないですし，海外
にも行ったことがないのです。ですから国際的なこととは全く無縁な環境でし
た。私は小さい頃から外国に興味があって田舎だったのですが，英語が好き
だったのですが，あまり取り柄がなかったので高校ぐらいになったら自分は将
来どうやって生き延びていけるのだろうと不安になったのです。そしてコンプ
レックスが強かったので人と同じことをしていても絶対にかなわない，でも自
分にしかできないものってなんなのだろう，そんなもの見つからないと言って
いるうちに高校 3 年生になってしまい，もう大学とか進路を決めなければい
けなくなりました。それでも決まらないと思ってモヤモヤしているときに，一
枚の写真を新聞で見たのです。それは当時アフリカのルワンダという小さな国
で起こった民族虐殺のときの写真だったのです。ルワンダって知っている方も
いると思うのですが，1994 年に民族間の対立で大虐殺が起きて 2 ヶ月半の間
に 80 万人以上が亡くなって 200 万人以上の人が内戦を逃れて難民となる歴史
上最悪の大虐殺と呼ばれるような事態になりました。その写真には難民キャン
プで逃げてきた親子が写っていました。右側がお母さんで伝染病のコレラにか
かって亡くなりかけているのですが，その傍にはお母さんを泣きながら起こそ
うとしている子供の姿がありました。私はこれを高校 3 年生の春に自分の家で
お菓子を食べながら新聞をめくって何かないかなと探しているときに見たので
す。そしてこの写真を見て私は紛争地で働く仕事をしようと決めたのですが，
私はナイチンゲールとかマザー・テレサ的な慈悲深い気持ちでこの仕事を志し
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たわけではまったくないのです。私はむしろこの写真を見てものすごく色々な
疑問が浮かんできて，その疑問の答えを知りたいと思ってこの仕事を志したの
です。当時高校生でしたけど私はこんな大変なことが起きているのだ，私が日
本の首相だったら飛行機にお医者さんとか看護師さんとかお薬を大量につめて
何十機も飛ばすのに，そんなことをしている国がないのはなんでなんだろうと
思いました。私がこの写真を撮っているカメラマンだったら自分のポケットに
ある食べ物とかをこの親子に渡して助けようとするかもしれないのにそんなこ
とをしないということは，そんなことをしてもどうしようもない理由があるの
かなとか，それまで私が思いつくような解決策で解決できるほど世の中はシン
プルに出来ているのではないのだなということに初めて気付いたのです。こう
いう紛争地で起きている問題というのはもっと複雑に起きていて，つまり私が
全然知らないような仕組みで世の中は実は動いていたのだということに初めて
気付きました。そしてその色々な疑問の答えを知りたいと思ったのです。あと，
この親子と私の間にはカメラ一個しかないわけですね。カメラ一個しかないの
に，私はお菓子を食べながらこの親子を眺められて，一方のこの親子はカメラ
の向こうに世界の何千万人，何億人もの人がいるということも知らずに亡く
なっていくわけです。世界はなぜそういう仕組みになっているのだろう，な
ぜこんな 180 度生きる状況が違うふうにできているのだろうと，本当にそう
いう素朴な疑問が色々浮かんできました。同時に私はこの写真を見て，自分
の手の中にある選択肢というものに初めて気付いて見直して前向きになるこ
とができたのです。
　ちょうどこのルワンダの内戦が起きた頃に，日本ではバブル経済がはじけて
不景気で就職率も下がっていて，政治家の不祥事とか汚職事件がすごくたくさ
ん起こっていて，財政が大変なので消費税を上げようという議論が起きていた
時期でした。私は高校生ながら，結局，家もそんなに裕福でもないのに，また
消費税上がったら自分たちの生活や将来に不安を感じていました。結局，世の
中っていうのは偉い政治家が自分たちのことだけ考えて私たちのような庶民は
もう彼らが決めることに巻き込まれて終わるのだとふてくされていました。そ
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んな中この写真を見ていて，この親子と私とは全く境遇は違うけれども，偉い
人たち，いわゆる権力者たちが決めたことに翻弄されているという点では何か
共通点があるのではないかと感じたのです。この親子も自分たちで戦争したく
てこうなっているわけではなくて，誰かが決めた戦争に巻き込まれているだけ
なのです。ただこの親子と私の間に共通点を感じると同時に決定的な違いとい
うものがあることにも気付きました。この親子は生きたいと思って声をあげて
も，多分このカメラマンを含め誰も彼らを救えないのです。同じようにバタバ
タ倒れているひとが何百人も周りにいるなかでそのカメラマンはこの一人だけ
を救うこともできない。生きたいと思っても生きるという最低限の選択肢も彼
らは選べないのです。一方私は生きたいと思ったら自分で道を切り開けるし，
お金がなくても奨学金をもらえば大学に行けるし，自分の努力次第で選べる選
択肢がたくさんあるということに恥ずかしながら人生で初めてこのときに気付
いて自覚しました。その答えとその気付きを与えてくれたこの紛争地で仕事を
していきたいなとこのときに思いました。
　あとは，英語が好きだけれど英語だけでは帰国子女の人たちには敵わないな
と，英語プラスアルファで自分しかできない仕事はなんだろうと悩んでいた時
期だったので，紛争地域での仕事はまさに英語プラスアルファの知識が求めら
れる仕事ですし，当時もう 15 年くらい前にどこの大学で紛争のことを勉強で
きるんだろうと思って調べたら，そんなことを教えている大学も学部も専門の
教授も当時の日本には全くいなかったのですね。私はこれだけ日々報道されて
いて自衛隊も難民キャンプ日本には派遣されたりしていたのに，これだけニー
ズが現場であるのに日本に専門家がいないということは，自分がその専門家に
なったら必要としてもらえるのではないか，今は専門家がいない分野でも自分
がその一人目に慣れるのではないかなと思いました。なので，言い方を変える
と，隙間産業とかニッチ産業というものかもしれないのですが，人が気づく前
に自分が取り組まないともっと優秀な人や才能や能力がある人には敵わないな
というコンプレックスがずっとあったので，他の人が行動する前に自分がまず
行動しようと，そして経験を出来る限り現場でも積もうということを選んでい
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くようになりました。
　では，あのような状態の紛争地でどうやって平和を築いていくのかというこ
とを，日本紛争予防センターのプロジェクトの事例からお伝えします。日本紛
争予防センターは，かつてアフガニスタン，スリランカ，カンボジアなどアジ
アでも活動していましたが，今はソマリア，南スーダン，ケニアで活動してい
ます。そして日本人の駐在員も現場にいます。紛争後の平和構築に必要なもの
というのは本当にたくさんあるのですが，私が最低限この四つは必要だと思う
ものがあります。一つ目が，現地に安全を確保するということです。この安全
を確保するというのは，当然紛争が終わったと言ってもまだ武器が大量に出
回っていたり，違法な武装勢力がうろうろしていたり，あと万が一暴力とか犯
罪があってもそれを取り締まってくれる人がいない状態だと，当然無法地帯の
ままですよね。なので，何はなくとも安全を確保するための仕組みが重要です。
そのためにはさっきの私が専門にしていた武装解除もそうですけれども，それ
以外に警察の訓練であったり，法整備というものも必要になります。実際にこ
ういう紛争を経験したところや途上国は警察自体がそもそも犯罪の温床だった
りすることも多いんですね。こういう国は給料も十分ではなくて，アフリカと
かアジアの国でも警察官は月 3000 円の給料だったりということが多いのです
が，それすらも未払いだったりするので警察が自分のお金稼ぎのために勝手に
道を通行止めにしてお金を徴収していたりということも結構あるので住民がそ
もそも警察を信頼していないのです。そんな状態だと当然現地で安全を守るた
めの仕組み事態が崩壊しているので，そういうところも強化する必要があり
ます。
　私は武装解除という専門は 20 代を最後に現場では基本的に行っていなくて，
それ以外のこういった安全を守るための仕組みというものに取り組んでいるの
ですが，今年の 5 月にもアフリカのソマリアに行ってきてソマリアの警察官の
訓練をしてきました。あとその地域が安全でないと，どれだけ平和になったと
しても外国の企業や外国人の援助団体というのが現地に入れないので，復興が
ますます進まないということになるので，この一番目は本当に必須です。2 つ
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目にそれと同じくらいの時期に必要なのが，最低限の生活ができるような支援
です。「ベーシック・ヒューマン・ニーズ（Basic Human Needs）」といいます
が，要は衣食住のような最低限の人間らしい生活をするために必要なものです
ね。食べるものや家，水，最低限の医療などそういったものも必要になります。
食べるものも住む家もないような状態で，さあみんな平和について考えようと
言ってもみんなそれどころではないから当然聞いてくれないのです。まずきち
んと人間らしい生活をして，長い将来のことを考えられるような心のスペース
というものを生む必要があります。
　そしてある程度一と二が確保できてきた次に必要なのが，人々が自立できる
ようにすることです。これを見ると，自然災害，東日本の震災のようなプロセ
スも必要なものが似ていると私は思うのです。一番目の治安の安全に暮らせる
というところは原発の問題で，原発の問題も原発に影響されている地域を今後
どうするのか，この地域にまた人が住めるのか，それとももう一切隔離するの
かなどそういう方針が定まっていないと，そこにいた住民たちは次のステップ
のことが考えられないですね。そこの方針が曖昧なままで，例えば漁業を再開
したり，また元いたところに移り住んだとしても，汚染水の問題とかちょっと
したことで方針が変わるとせっかく始めた新しい復興もまた中断しなければい
けなくなります。そうするとますます次の段階にいきにくくなりますし，心が
折れてしまうので，やっぱり安全を確保するというのはまず何はかくとも最初
のこの段階にこなければいけないです。二番目は震災の場合はまず避難所，そ
のあと仮設住宅，でそこに食糧支援とか日用品の支援が届いてという段階でし
た。そして東北の震災の場合は今まさに三番目の自立のところに取り組んでい
るところだと思いますが，ここは本当に時間がかかります。紛争地でも。この
自立のところは経済的に，例えば自分たちで収入を得て働けるようになること
もすごく重要なのですが，紛争地の場合や被災地の場合でも心のケアというも
のがすごく重要です。やっぱりみんな人生を揺るがすようなショッキングな出
来事を経験しているので，表に出ない心の傷を抱えている人が多いのです。そ
のままだと無気力になってしまったりするのですが，働けとか訓練を受けて前
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向きになれとか言われてもその心の問題が解決していない限りなかなか踏み出
せない，不安になってしまう人が多いので，心のケアもここでは重要です。そ
して四番目に，人々が自立できるようになって最後の段階で必要となる，最後
まで根深く残る問題というのが和解や信頼醸成です。多くの紛争というのが，
民族間の対立とか宗教間の対立とか，思想の違いというものが原因と呼ばれて
起こります。最終的にその民族とかそういう価値観の違いというものを越えて
新しい国なり地域で一緒に生活していくという仕組みができないと，また元に
戻ってしまうのです。この信頼醸成というものにもすごく時間がかかります。
同時に，いわゆる民族対立や宗教対立と呼ばれているものでも，もともとの原
因が，民族が違うから起こっているわけでは必ずしもないのです。大抵その裏
に何らかの利権，政治的な利権もそうですし，資源とかの争いがあってそれを
隠して人々を煽るために民族の違いとか宗教の違いが利用されるということが
本当に多いのです。まずそういった勘違いや思い違いというのを解きほぐして
いき，誰が得しているのかということも含めて（全体の状況を）理解したうえ
で人々が判断できるようにする必要があります。
　そしてこの四つのプロセスを通じてどのプロセスにも必要なのが，いわゆる
ガバナンスと呼ばれるものです。日本語にすると良い統治といいますけど，要
は最終的にこういったそれぞれのプロセスを外国人が行うのではなく，現地の
政府や社会，住民たちが維持できるようにならないと意味がないのです。例え
ば政府の行政能力の強化なども重要ですし，政府だけで全ての社会問題を解決
できる時代ではないのは日本も同じなので，その現場の NPO，NGO，市民団
体などそういった人たちがこういう活動を維持していける，また新たに問題が
発生したときに解決する方法を自分たちで考えだせるような人材育成，能力強
化というものが重要です。ですから日本紛争予防センターの活動でも先程のう
ちの三つ（治安の改善，社会的自立，和解と共存）に重点を置いて活動してい
ますが，この三つを選んでいる理由というのが，現場ニーズがあるけれどもや
り手がいない，担い手が少ない分野で活動することをモットーにしているから
です。医療や教育や食糧支援などももちろんすごく重要なのですが，そういう
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分野で活動している団体は世界にも日本にももうたくさんあるのです。100 人
専門家とか 100 個専門の団体があるところの 101 人目になるよりも，全く現場
で解決の担い手がいない分野の 1 人目 2 人目になるほうが小さい規模でも現場
で影響を与えられるのではないかと考えています。そして最終的に現地の人た
ちが問題解決の担い手となれるような支援を行うために現地の人材育成や現地
の組織の能力強化というものに取り組んでいます。
　（中略）最後に時間がないのでひとつだけお話ししたいと思いますが，こう
いう仕事をしていくなかで，この分野で必ずしも働こうと思わない人も含めて，
人がやっていない仕事をわたしが選んで，ある程度今は必要としてもらえるよ
うになった要素が二つあります。一つ目は選択肢をどう活かすかなのですが，
私は高校 3 年生のときに自分の手の中に選択肢がたくさんあるんだということ
に初めて気づいて，同時にその選択肢は自分にとってはあたりまえで意識しな
かったけれど，世の中の全ての人が持っているものではないということにも気
づいたのです。それから 10 年以上たって最近思うのが，みなさんの前には無
限の可能性が広がっているというようなセリフはよく聞いたことがあると思う
のですが，その無限の可能性は実は無限ではなくて，選択肢には使用期限がそ
れぞれにあるということです。今みなさんが選べる選択肢も 1 年後 3 年後 5 年
後はたして選んでチャレンジできる選択肢かというとそうではないものもあり
ます。消えてしまうものもあります。例えばスポーツとか芸術でも 5 歳 6 歳の
ときに始めていたらプロになれたかもしれなくても今始めてももうプロにはな
れないものとかありますよ。それも一緒で多分みなさんが 30 歳や 40 歳でも再
チャレンジできる選択肢もあれば，もうそのときにはみなさんが選べないよう
になっているものもあると思います。キャリアとか人生を選んでいく上で何を
選んだらいいのだろうとか優先順位を決めることに悩むこともあると思うので
すが，私はひとつの決める方法として，今しかできないものなのか，それとも
数年後に自分の目の前にまだ残っているものなのか，他の人が先にやったら自
分のチャンスが減ってしまうような選択肢なのかどうかということを考えた上
で選んでいくというのもひとつの基準になるかと思います。二つ目は行動なの
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ですが，選択肢を選ぶか選ばないかの次に，やっぱり行動が伴うわけですが，
私はこの仕事をしていて自分に能力や才能があったから比較的専門を身に付け
られたわけではないと思っています。私はむしろ自分に才能や能力がないのが
わかっていたので，取り柄がない人間が活躍できる，取り柄がないなかで自分
がやりたいことをやれるためにはどうしたらいいのだろうと考えたときに，他
の人がやる前にまず行動しなければいけないと思ってきました。怠けたことも
あるしさぼったこともあるし，これはやったほうがいいかなと思いながらやら
なかったこともたくさんあります。人生において常に行動し続けたわけでもな
いと思うのですが，これだけは今やらなかったら 30 年後の自分も後悔しそう
だとか思うものに出会ったらまず一歩踏み出してみる，不安とか未知のもので
も一歩踏みだすと見える景色がガラッと変わって，そこで新しく出会った人た
ちが助けてくれたり助言をくれたりするのですね。私はそれを繰り返して今の
仕事に至っているとつくづく感じるので，皆さんもなにか選択肢とか行動をと
いう要素を意識してこれから人生なり他の分野もしくはこの分野での道を考え
ていってもらえればと思います。ありがとうございました。
 （文責　上村信幸）
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　〔付記〕本文は，平成 25 年 10 月 21 日（月），世田谷キャンパス・梅ヶ丘校
舎 34 号館 B301 教室で開催された政治研究所講演会の講演録（抜粋）である。
尚，テープ起こしは，ゼミ生（政治学科学生）の山田美有さんが担当してくれ
た。（上村記）。
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